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町内会の
いきいき実践活動を紹介

温
か
い
支
援
に
感
謝

鍋
を
つ
つ
い
て
深
め
る
交
流

姉
妹
都
市
の
つ
な
が
り

地
震
に
よ
る
停
電
を
受
け
て

　
市
連
合
町
内
会
が
、
登
別
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行
っ
た

『
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
』

に
よ
る
被
災
者
支
援
の
た
め
の
募
金

活
動
に
94
町
内
会
よ
り
、
549
万
４
千

25
円
と
い
う
多
額
の
善
意
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、

登
別
市
共
同
募
金
委
員
会
を
通
じ
て
、

被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん

の
生
活
再
建
に
、
活
用
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
新
生
北
町
内
会
は
、
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
『
ふ
れ

あ
い
会
食
会
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
一
人
暮
ら
し
で
は
調
理

す
る
機
会
の
少
な
い
『
鍋
料
理
』
。

会
場
に
は
、
湯
気
と
と
も
に
お
い
し

い
匂
い
が
広
が
り
、
参
加
者
は
、
思

う
存
分
、
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
会
食
会
は
、
町
内
会

役
員
や
民
生
委
員
児
童
委
員
と
の
相

談
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
連
合
町
内
会
は
、
平
成
30
年
10

月
25
日
㈭
・
26
日
㈮
に
白
石
市
で
、

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
白
石
市
自

治
会
連
合
会
と
海
老
名
市
自
治
会
連

絡
協
議
会
と
の
情
報
交
換
会
を
行
い
、

そ
の
場
で
、
両
団
体
か
ら
『
平
成
30

年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
』
に
対
す

る
見
舞
金
75
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
見
舞
金
は
、
防
災
資
機
材

の
購
入
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

市
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
新
生
町
三
丁
目
町
内
会
は
、
『
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
』
を

教
訓
に
、
全
145
世
帯
に
ラ
ン
タ
ン
を

無
償
で
配
布
し
ま
し
た
。

　
地
震
に
よ
る
停
電
の
と
き
に
は
、

ろ
う
そ
く
を
使
用
す
る
世
帯
も
あ
っ

た
同
町
内
会
。
火
災
に
よ
る
被
害
を

減
ら
す
た
め
、
懐
中
電
灯
の
機
能
を

併
せ
も
つ
ラ
ン
タ
ン
を
、
一
世
帯
ず

つ
使
用
方
法
を
説
明
し
な
が
ら
手
渡

し
ま
し
た
。

市
連
合
町
内
会

�

会
長
　
中な

か

川が
わ

　
信し

ん

市い
ち

　
　

新
生
北
町
内
会

�

会
長
　
合ご

う

田だ

　
和か

ず

彦ひ
こ

　
　

市
連
合
町
内
会

�

総
務
部
会
長
　
工く

藤ど
う

　
保や

す

秋あ
き

　
　

新
生
三
丁
目
町
内
会

�

会
長
　
中な

か

山や
ま

　
晃こ

う

一い
ち
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